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それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
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http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





ふるさとの食にっぽんの食フェスティバル 2018 が開催

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

３月 10 日(土)から 11 日(日)の２日間にかけて、代々木公園とＮＨＫ放送センター（東

京都渋谷区）で「ふるさとの食 にっぽんの食 全国フェスティバル」が開催されました。 

１ 全国各地の食材や郷土料理などを紹介

  このイベントは、ＪＡ全中やＮＨＫ等で 

構成される「ふるさとの食 にっぽんの食」

全国実行委員会及び都道府県実行委員会が

主催したイベントで、全国各地のＪＡや全農

県本部がブース出展し、農産物や加工品を販

売しました。 

このほか会場では、農林漁業体験や食育に

関するワークショップ、食をテーマとした

トークイベントが開催されたほか、全国各地

の郷土料理を販売するフードコートが設け

られるなど、食と農林水産業の魅力を広く紹

介するイベントとなりました。 

２ ＪＡ豊橋、ＪＡ愛知みなみが出展 

  メイン会場の一つであるお買い物ゾーン

には、本県からＪＡ豊橋及びＪＡ愛知みな

みがブース出展し、農産物を販売しました。 

  ＪＡ豊橋は、第 47 回日本農業賞（主催：

ＪＡ全中、ＪＡ都道府県中央会、ＮＨＫ）で

トマト部会が大賞を受賞したことを受け、

「日本農業賞ブース」での出展となりました。

ブースでは同ＪＡの高糖度トマトが販売さ

れたほか、キャベツやカラー系ミニトマト、

スナップえんどうなどの展示がされました。    

ＪＡ愛知みなみブースでは、出荷盛期を迎

えるミニトマトやキャベツ、洋菜などが販売

され、多くの来場者が購入していく様子が見

られました。 

イベントが開催された３月 10 日(土)、11 日(日)ともに好天に恵まれたこともあり、会

場は家族連れを中心に多くの来場者で賑わいました。このような機会を通じて、本県産農

産物の知名度が向上することを期待したいと思います。 

会場の様子 

日本農業賞ブース（ＪＡ豊橋） 
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春野菜の今後の動向について

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

平成30年の東京都中央卸売市場における野菜販売情勢は、前年秋の天候不順や今冬の

低温・乾燥などの影響により、１、２月は入荷量が大きく減少し、例年にない高値相場

となりました。一方、３月に入ってからは急激な入荷増と高値反動により価格は下落を

始めました。

そこで今回は、春野菜を中心に今後の動向を紹介します。

１ これまでの生育状況と入荷ピーク予想

前年の秋以降に播種または定植し、冬を越して、春に収穫を迎える春野菜は、今冬の

異常ともいえる低温と乾燥の影響を大きく受けました。このため２月頃には多くの品目

で、１～３週間の生育遅れや小玉傾向が見られました。

しかし３月以降の急激な温度上昇と好天、適度な雨により、遅れていた生育は解消に

向かいつつあります。とはいえ、春キャベツでは、平年４月上旬の出荷ピークが中下旬

へ後退するなど、春野菜のピークのずれこみが予想されます。また、出荷の遅れている

荷が産地に留まっており、気温上昇に伴い市場に入荷が集中する懸念も残っています。

２ 野菜の販売見通し

キャベツを始めとした多くの冬野菜では、入荷が大きく減少したことにより販売価格

は非常に高騰しましたが、３月以降の価格は落ち着きを見せ始めています（図１）。遅

れている春野菜の入荷が安定すれば、需要も伸び、荷動きに期待が持てます。

しかし気温が高くなるため、荷の動きやすい品目とそうでない品目に差ができること

も予想され、例えばよくサラダに利用される「にんじん」「レタス」「たまねぎ」は荷動

きが良い一方で、鍋や漬物での需要のイメージが強い「だいこん」「はくさい」は動き

が鈍い可能性もあります。近年は「だいこん」「はくさい」もサラダの材料として生で

利用されることがあり、そういった提案をしっかりすることが重要なようです。

３月に入って価格が落ち着いたことで、店舗の方も野菜を売り出しやすい環境になっ

てきていますが、野菜の売場が限られる中、品目間で売場確保の競争が始まっており、

早期の売り込みや販売提案といった対策が必要と思われます。
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図１ 東京都中央卸売市場における年別入荷量及び価格推移（キャベツ）
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３ 主な春野菜の入荷見通し

（１）春キャベツ

入荷量が増加し価格が落ち着いてきたことで、量販店等では今後まとまった量を販売

したい要望・動きを見せているようです。生育状況からピークは４月中下旬にずれ込む

見込みですが、「先に売っていく」などの先手の対応ができれば、４月もまずまずの結

果が出せると思われます。

（２）春だいこん

現状は千葉県及び神奈川県産が中心で、４月からは九州産が出てくる予定です。冬場

は高値となっていたため、入荷量が増えたときにどのように販売するかが課題です。春

のだいこんは店舗側も売り方が難しい商材のようで、攻めの販売が必要のようです。

（３）春夏にんじん

千葉県産はほぼ終了。現在は徳島県から出ており、ここまで比較的堅調です。しかし、

だいこん同様に入荷が増えたときの販売対策が課題となります。市場の各社も売り込み

をかけていますが、まだまだこちらから仕掛けていかないと厳しい面もありそうです。

（４）たまねぎ

10～12月は比較的安定した販売となりました。静岡県産はほぼ終了。佐賀県は遅れが

見られ、今後は連休直前の入荷増が予想されます。４月中下旬に入荷が増えると、野菜

全般の相場が下がることがあり、丁寧な状況把握が必要になりそうです。

（５）春はくさい

４月中旬頃に入荷のピークとなりそうです。加工では中旬頃まで輸入物を入れるよう

です。店舗では価格を抑えるための少量カットが中心となるなど、高値続きとなりまし

た。量が増えたときに鍋や漬物以外の需要開拓が必要となりそうです。最近は生でサラ

ダに使われることも多く、そういった提案が必要になるようです。

（６）レタス

年末年始から３月上旬まで加工向けの供給が滞り、かなり切迫した状況が続きました。

春野菜のメニューに変わってくる中で、４月も産地間の端境など時期によっては強含み

の展開が期待できるかもしれないとのことです。

４ さいごに

総量は別として、４月中旬以降の野菜入荷は急増する気配となっています。これまで

の高値反動により価格は下がってきており荷動きは改善されると思われますが、野菜全

体で入荷の集中も起きやすい状況です。品目間の売場の確保の競争が懸念されるため、

対策は早期に行うことが肝心と思われます。

市場に入荷された春野菜（左：だいこん、右：にんじん）
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県内外における需要拡大の取組について 

食育消費流通課 

愛知県では、県産農林水産物の良さを県内外の消費者に一層知っていただき、需要拡大

に繋げるために、様々な取組を行っています。今回は、全国トップレベルの品目の更なる

ブランド力強化や県産農林水産物全体のイメージアップに向けた取組を紹介します。 

１ 県内での取組について 

（１）知事の名刺を使ったＰＲ 

知事が使用する名刺に農業産出額が全国上位の

県産農林水産物の図案を入れて、県内外にＰＲを

行っています。名刺には「日本一！」や「めざせ

日本一！｣のキャッチコピーを掲載し、愛知の誇る

農林水産物として紹介しています。 

知事名刺は２か月ごとに品目を切り替え、平成

29 年度は、大葉、金魚、ぶどう、植木、キャベツ

及び名古屋コーチンの６つの主要品目を紹介しま

した（表１）。 

（２）いいともあいちフェア 

  本県は、平成 24 年にイオン株式会社と｢連携と

協力に関する包括協定｣を締結しており、その取

組の一環として、愛知県産の農産物の販売を中心

とした｢いいともあいちフェア｣を平成 29 年 10 月

８日にイオンモール岡崎で開催しました。 

また、このフェアにおいて、県産農林水産物の

需要を一層拡大するために、知事が直接消費者に

呼びかけるトップセールスを開催しました。 

（３）あいちの農林水産フェア 

  県民の方々に県産農林水産物を進んで消費・利

用していただくため、新鮮で、安全・安心な農林

水産物や加工食品を広く紹介する｢あいちの農林

水産フェア｣を平成 29 年 11 月８日から 13 日まで

名古屋市中区栄の三越で開催しました。会場には

６日間で 23,000 人余りの方が来場されました。 

農林水産物や加工食品の販売のほか、日替わり

イベントのぬか漬け作りやバター作り、マイ箸作

りなどの体験企画、ベジデコサラダ制作の実演、

ふるまい餅など、いずれの実演も好評でした。 

月 品目 

４・５ 大葉 

６・７ 金魚 

８・９ ぶどう 

10・11 植木 

12・１ キャベツ 

２・３ 名古屋コーチン 

表１ 平成 29年度の掲載品目 

知事名刺に貼付したシール 

いいともあいちフェアでのトップセールス 

あいちの農林水産フェアの様子 
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２ 県外での取組について 

（１）あいちの農産物トップセールス in 東京 

本県から多くの農産物を出荷している首都圏での

更なる需要拡大をめざし、平成 30 年２月４日に東

京の量販店サミットストア成城店で「あいちの農産

物トップセールス in 東京」を開催しました。 

大村知事ほか、ＪＡあいち経済連会長や生産者の

代表も参加し、県産農林水産物の魅力を東京の消費

者の方々にＰＲしたほか、フラワーバレンタインに

ちなんだ愛知県産の花束をプレゼントしました。 

（２）Eat more Aichi！あいち県産品ブランドフェア 

平成 30 年２月 11 日、12 日に千葉県船橋市のららぽーと東京ベイにおいて、「Eat more 

Aichi！あいち県産品ブランドフェア」を開催しました。本フェアは、愛知県産品の魅力

をＰＲし、県産農林水産物のブランド力を強化することが目的で、ブランドフェアの開

催に合わせ、ららぽーとの飲食店などで愛知の食材を使用した「あいちグルメフェア」

も行いました。 

東京での知事トップセールス 

絹姫サーモンの 
絶品アヒージョ 

絹姫サーモンと 
イクラのクリーム 
リゾット 

【ITALIAN KITCHEN BUONO】 

うずらソーセー 
ジナポリタン 

うずらソーセージ 
とチョリソーの 
盛り合わせ 

【パスタ フローラ】 

【世界の山ちゃん】 

絹姫サーモンの 
刺身 

うずら肉の天ぷら 

一色産うなぎの 
ひつまぶし 

ゆめのかいちごの 
デザートボール 

【MISO18ケ月】 

絹姫サーモンと３種キノコ 
のホイル焼き 

味噌煮込み風きしめん 

「あいちグルメフェア」での提供メニュー 
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「ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ 2018」に出展しました 

食育消費流通課 

愛知県は、県産農林水産物及びその加工

食品の輸出促進を図るため、幕張メッセ

（千葉県千葉市）で３月６日（火）から９

日（金）まで開催された、国内最大級の国

際食品・飲料展「ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡ

Ｎ 2018」に出展して、海外バイヤーとの

活発な商談を行いましたのでその概要を

紹介します。 

１ 出展事業者及び出展商品 

愛知県のブースでは、多くの海外バイヤーが訪れる７ホール「ＫＡＮＰＡＩ 

ＪＡＰＡＮ」エリアに、農林水産部の「食」と産業労働部の「あいちの酒需要拡

大促進事業」で取り組む「酒」を併せた連携ブースを設け、一体となって商談や

ＰＲに取り組みました。農林水産部からは、県産農林水産物の生産者やその加工

食品の事業者が 12 事業者出展しました（表１）。 

No. 出展者名（五十音順） 主な出展商品 所在地 

1 飯田農園 トマトジュース、トマトビネガー 名古屋市 

2 甘強酒造(株) 西京焼きのたれ、味醂 蟹江町 

3 (有)木村農園 金時生姜ジャム、金時矢生姜、金時粉生姜 稲沢市 

4 (株)角谷文治郎商店 味醂、梅酒 碧南市 

5 (株)タクセイ 胡麻はちみつ、きな粉抹茶、ふりかけ 一宮市 

6 豊橋糧食工業(株) 押麦、もち麦シリアル、発芽押麦 豊橋市 

7 (株)南山園 西尾の抹茶、お抹茶糖 安城市 

8 (資)野田味噌商店 赤味噌、溜 豊田市 

9 (株)プロ・スパー 押し寿司、唐揚げ用メヒカリ、深海魚ギフト 蒲郡市 

10 (有)まんてん． メヒカリ魚醤、メヒカリ油漬け、メヒカリ唐揚 豊橋市 

11 南蔵商店(株) 豆味噌、溜 武豊町 

12 農事組合法人レインボー バラジェル、バラパウダー、はなびら 西尾市 

愛知県ブース

表１ 出展事業者一覧
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ブースを訪問するバイヤーとの商談

県招聘バイヤーとの商談 

２ 商談の様子 

（１）来場者との商談 

  出展事業者は、会場を見て回るバイ

ヤーに対して積極的にＰＲして商談の

機会を作り、４日間で海外バイヤーと

129 件の商談を行いました。 

（２）県招聘バイヤーとの商談 

本県ブースにおいては、県独自にバ

イヤー（「食」向けには４社）を招聘し

てマッチングを実施し、海外販路開拓

に向けた商談を 33 件行いました。 

商談では、バイヤーから輸出先国の

特徴やニーズについて情報収集すると

ともに、海外で商品を展開するために

は地道なプロモーションが必要なこと

などもわかり、輸出に向けたノウハウ

も取得できる場となりました。 

中には、厳しい意見もあったようで

すが、見積書やサンプルの提供を求め

られる出展事業者も多く、成約に向け

た活発な商談が行われました。 

（３）その他の商談 

「ＦＯＯＤＥＸ ＪＡＰＡＮ 2018」

では、主催者が行う事前アポイント商

談会やジェトロが主催する商談会も行

われており、出展事業者は様々な商談

の機会を活用していました。 

３ まとめ 

出展事業者からは成果があったという御意見を多くいただき、とても有意義な

機会となりました。特に、輸出経験の少ない事業者の方には、商談を通じて、自

社商品の海外における強みや、ターゲットとする国・人々がどのようであるかと

いったことなど、バイヤー目線の情報を知っていただく良い機会にもなりました。

今回の経験を次の商談に活かしてもらうとともに、販売の成果に繋がるよう今後

も支援を行っていきます。 

出展者紹介用のチラシ 
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大田市場で３県合同のカラー販売セールスを実施 

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

平成 30 年２月 26 日（月）に大田市場花き棟において、湿地性カラーの主産県である愛

知県、千葉県、熊本県の３県により、カラーの販売促進を目的とした合同キャンペーンが

実施されました。 

１ 大田市場の買参人にＰＲ

  本キャンペーンでは、本県海部管内の早尾

花き生産組合を始め各県の生産者が大田市

場に来場し、(株)大田花き、(株)ＦＡＪのセ

リ場にて、セリ前あいさつを行いました。 

３県を代表して千葉県の生産者から「天候

不順で出荷が不安定になる時期もあったが、

現在の生育は良好。これから春に向けて出荷

量が増加するので、純白の花であるカラーを

今後ともご愛顧いただきたい」とあいさつが

ありました。 

また、花き棟中央通路では各県のカラーの

品種展示が行われ、多くの買参人が足を止め

て眺める様子が見られました。 

２ 産地と市場での情報交換 

  セリ前あいさつの後は、各県の生産者や

ＪＡ関係者、卸売業者を交えて生産・販売

状況に係る情報交換会が実施されました。 

  合同キャンペーンでは、“ホワイトデーは

カラーを贈る日”として、ホワイトデーの

贈答用花束としての使用を提案しており、

卸売会社からは「売れている買参人はイベ

ントを探している。こうしたキャンペーン

を一緒になって盛り上げてくれる買参人と

しっかり組んで、カラーのＰＲを進めてほ

しい」と産地にエールが送られました。 

この３県合同キャンペーンでは、大田市場以外にも、世田谷市場、板橋市場、北足立市

場等を始めとした都内６市場において、カラーの品種展示やセリ前あいさつが行われまし

た。ホワイトデーのプレゼントはもちろん、ブライダルやアレンジメントなど、カラーの

利用が拡大することを期待したいと思います。 

セリ前あいさつの様子 

大田市場花き棟での品種展示 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台以内
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±１６％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：チンゲンサイ）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２９年実績 １，１１７ ４８４ ３２８ ３０７ 静岡（４８％）
(４３％) 茨城（ ８％）

長野（ １％）
３０年見通し １，１００ － ３００ －

概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

現在作付分の生育状況は、病気も少なく 気温の上昇とともに、黄変などの品質低下
作柄良好。３月中旬から入荷量が増加し、 が発生しやすい時期に入るため、収穫遅れを
学校休みで給食需要もないことから、他の 避けるとともに、調製・出荷時の品質管理に
葉物野菜とともに価格は低迷している。年 注意をいただきたい。
全体では、各産地ともに作付面積の大きな
増減はなく、前年同様の入荷状況になると
みられる。

入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（さやえんどう）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

２９年実績 １，３９２ ３５７ １，０８７ １，１７９ 鹿児島（２０％）
(２６％) 福島（１２％）

中国（ ６％）
３０年見通し １，５００ － １，０００ －

概 要 と 見 通 し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産が３割弱を占め、鹿児島、福島の さやえんどうは、スナップえんどうの影響
次は中国産となる。愛知を含め各産地とも で需要が少し落ちてはいるが、イベント時に
２月の入荷量は極端に少なく、畑で留まっ 欠かせない人気商材でもあり、作付けを減ら
ていた荷が３月の高温により一挙に動き出 さないようお願いしたい。
した。そのため市場では荷が集中し、販売 愛知産の品質は良好なことから、このまま
に苦戦する状況が続いている。 品質を維持し、生産量の確保と安定出荷をお

入荷量は前年をかなり上回り、価格は前 願いしたい。
年をかなり下回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の４月の見通し

３月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ３６，２３４ 220 231 234 愛知 26%
２６年 ３３，１５９ 212 208 206 北海道 16%
２７年 ３２，７９１ 242 269 257 鹿児島 10%
２８年 ３３，８３４ 250 246 233 茨城 9%
２９年 ３２，７７５ 253 241 220 徳島 7%

５ ヵ 年 平 均 ３３，７５９ － － －

３０年見通し ３３，０００ － － －

２５年 ２，３７３ 74 71 87 千葉 49%
２６年 ２，００２ 78 84 89 愛知 39%
２７年 １，９８０ 116 131 131 鹿児島 5%
２８年 ２，０５８ 125 113 94 長崎 3%
２９年 １，７３３ 120 102 96 静岡 2%

５ ヵ 年 平 均 ２，０２９ 101 99 99

３０年見通し １，８００ 140 120 100

２５年 ２，２４２ 191 163 137 徳島 97%
２６年 ２，３６０ 153 131 119 愛知 1%
２７年 ２，２３８ 127 161 144 中国 1%
２８年 １，８３９ 152 173 192 千葉 1%
２９年 １，８９６ 185 187 149 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ２，１１５ 161 161 146

３０年見通し ２，０００ 180 170 160

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２３０
２１０
２５９
２４２
２３９

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

７４
８２

１２４
１０８
１０４

９７  前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２３６

２１８

　愛知、北海道、鹿児島などから入荷す
る。葉菜や根菜の入荷が低迷していたが、
３月の気温上昇により、キャベツやレタス
などで入荷増となった。４月には低温等で
遅れていた品目も順次回復する見通し。
　入荷量、価格ともに前年をわずかに下回
る見込み。

１７０

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、千葉を中心に鹿児島などから入荷
する。愛知は３月で秋冬物が終了し春物が
中心となるが、作付けは概ね前年並。低温
によりやや生育が遅れているが、徐々に回
復することが見込まれる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり上回る見込み。

１５６

　ほぼ全量が徳島からの入荷となる。徳島
は天候不順で播種が遅れ、３月現在の入荷
量は少ないが、次第に階級がＭＳ中心から
ＬＭ中心に変わり、増量していく見通し。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
並となる見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

に
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注）

３月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 １４２，６８０ 211 211 216 茨城 15%
２６年 １３６，３９１ 222 230 229 千葉 14%
２７年 １２７，９３３ 266 288 295 北海道 8%
２８年 １３１，７６９ 272 267 264 神奈川 8%
２９年 １２９，５４４ 275 260 245 愛知 8%

５ ヵ 年 平 均 １３３，６６３ － － －

３０年見通し １３３，０００ － － －

２５年 １２，１９７ 71 65 89 千葉 72%
２６年 １２，５８２ 67 78 90 神奈川 12%
２７年 １１，０６６ 110 127 125 茨城 8%
２８年 １０，８０５ 113 110 91 鹿児島 3%
２９年 １１，３７５ 108 90 84

５ ヵ 年 平 均 １１，６０５ 93 93 95

３０年見通し １２，０００ 90 90 90

２５年 ８，１８９ 179 161 139 徳島 83%
２６年 ８，６５０ 145 127 123 千葉 5%
２７年 ７，７２６ 117 150 149 静岡 3%
２８年 ７，３１３ 134 159 189 北海道 2%
２９年 ８，３５０ 175 183 148 中国 2%

５ ヵ 年 平 均 ８，０４６ 151 156 148

３０年見通し ８，８００ 180 160 140

だ

い

こ

ん

７４

９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２１３
２２７
２８４
２６７

前年主要産地（％）

２４９

２６０

 前年及び本年の

７９
１２１

９４

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

９４

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１６０

２６０

　茨城、千葉などの関東産地、北海道、愛
知からの入荷が中心となる。入荷量は多く
の品目で平年並に回復。３月の入荷増で急
落した価格は現在落ち着くも、中旬以降に
ピークを迎える品目は注意が必要。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並の見込み。

　千葉を中心に神奈川、茨城からの入荷と
なる。低温による生育遅れは３月の高温と
適度な雨で回復し、高値から一転して安値
に。気温が上がりすぎると、需要に陰りも
懸念される。サラダ等での需要が鍵か。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

１０４

に

ん

じ

ん

１５９
１３１
１４１
１６３

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

１６８

１５２

　徳島を中心に千葉、静岡などからの入荷
となる。秋の播種が遅れたため、これから
入荷が増える。３月は好天と適度な雨に恵
まれて生育良好。現状Ｍサイズ中心ながら
も、今後Ｌサイズの割合も増える見込み。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

東京都中央卸売市場
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３月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 １，８０２ 59 54 74 茨城 62%
２６年 ２，０６８ 64 58 61 愛知 14%
２７年 １，８１４ 90 152 153 宮崎 7%
２８年 １，７１６ 120 99 92 熊本 7%
２９年 １，６７６ 199 156 101 三重 5%

５ ヵ 年 平 均 １，８１５ 104 102 95

３０年見通し １，６００ 100 100 100

２５年 ４，２９８ 88 94 109 愛知 92%
２６年 ４，２２２ 76 81 80 神奈川 4%
２７年 ４，１１２ 103 135 149 三重 2%
２８年 ３，９６６ 95 113 123 兵庫 1%
２９年 ４，００１ 132 107 101 熊本 1%

５ ヵ 年 平 均 ４，１２０ 98 106 112

３０年見通し ４，０００ 120 120 120

２５年 ２６５ 395 527 598 愛知 54%
２６年 ２５９ 309 552 504 茨城 28%
２７年 ２４２ 537 600 673 岐阜 12%
２８年 ２９７ 523 460 549 群馬 3%
２９年 ２９３ 450 451 552 徳島 1%

５ ヵ 年 平 均 ２７１ 444 514 573

３０年見通し ２９０ 450 500 550

 前年及び本年の

 前年及び本年の

１２０

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　愛知を中心に入荷する。３月に気温が上
昇し肥大が一気に進んでピークを迎えた。
４月は品種別では冬のぼりが不作傾向で、
ゆいなはまずまず。中旬までは数量があり
そうだが、その後は少なくなる見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に愛知、長崎、三重などから
入荷する。愛知の秋冬物は不作だったが、
３月はまずまずの入荷状況。茨城の春系は
４月10日以降にピークを迎える見通しで、
後半には愛知の春物も入荷される。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は高値
だった前年を大幅に下回る見込み。

９５
７８

１３２
１０９
１０９

１０４

は

く

さ

い

６１
６１

１３０
１０１
１５１

９９

　愛知を中心に、下旬からは岐阜、茨城な
どの関東産も入荷する。愛知は３月に入り
気温が上昇し生育が進む。大きな問題もな
く、前年並の入荷を見込む。岐阜も前年並
で、関東産も順調な見通し。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

４８３
４４０

 前年及び本年の

５００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

５０４
４７１

４９７

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

１００

キ

ャ

ベ

ツ

５９４
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３月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ６，９２１ 61 38 62 茨城 96%
２６年 ６，２５５ 65 46 48 長崎 1%
２７年 ５，６１３ 96 147 145
２８年 ６，０２８ 125 95 80
２９年 ６，１５２ 192 148 92

５ ヵ 年 平 均 ６，１９４ 107 92 84

３０年見通し ６，５００ 110 110 80

２５年 １９，１９３ 102 109 110 神奈川 44%
２６年 １９，１１７ 87 103 92 愛知 38%
２７年 １８，６０９ 113 134 139 千葉 14%
２８年 １７，５４０ 104 113 126 茨城 3%
２９年 １９，５６９ 139 115 103

５ ヵ 年 平 均 １８，８０６ 109 115 114

３０年見通し １９，６００ 110 100 90

２５年 １，０９６ 465 568 642 茨城 39%
２６年 １，１９３ 417 639 500 群馬 26%
２７年 １，１５７ 561 673 604 埼玉 14%
２８年 １，２６９ 524 482 529 千葉 10%
２９年 １，１４８ 488 470 512 栃木 4%

５ ヵ 年 平 均 １，１７３ 491 565 556

３０年見通し １，２００ 460 430 400

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

１１５

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１４１

９３

１００

１２９

　茨城からの入荷がほとんどを占める。前
年の価格高騰により作付面積は増加してい
る。これまでの生育遅れも回復し、今後は
４玉サイズが中心となる。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は高値
となった前年を大幅に下回るが平年以上と
なる見込み。

５３
５３

１２８

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

ほ

う

れ

ん

そ

う

５５１
５０９

キ

ャ

ベ

ツ

１０７

は

く

さ

い

６０９
５１２
４９０

５３４

９８

　神奈川、愛知からの入荷が中心となる。
冬の低温乾燥による生育遅れと小玉傾向は
回復半ば。肥大が進めば入荷も増えるが、
前半は天候次第。一方、後半は遅れていた
ものが重なりピークを迎える見通し。
　入荷量は潤沢だった前年並で、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　茨城、群馬など関東産地からの入荷が中
心となる。急激な気温上昇により、一部で
徒長気味となったほか、急いで収穫したこ
とで入荷の集中も見られる。価格が落ち着
き、引き合いも出てくる見通し。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

９４

１１８

１１２

１００
 前年及び本年の

東 京 都中 央 卸 売 市 場
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３月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ７８９ 262 304 336 大分 23%
２６年 ７０８ 323 339 365 愛知 18%
２７年 ７０７ 317 449 449 鳥取 15%
２８年 ６６６ 404 466 480 静岡 10%
２９年 ６６０ 404 427 415 群馬 7%

５ ヵ 年 平 均 ７０６ 339 394 406

３０年見通し ６５０ 400 400 400

２５年 １，６４９ 196 245 272 茨城 47%
２６年 １，８７７ 151 193 228 兵庫 40%
２７年 １，９５４ 249 306 309 愛知 4%
２８年 １，８８３ 241 228 195 長野 3%
２９年 １，７９５ 232 193 194 熊本 2%

５ ヵ 年 平 均 １，８３２ 214 234 240

３０年見通し １，８００ 200 190 190

２５年 １，７３５ 255 252 200 愛知 50%
２６年 １，６０８ 244 254 254 宮崎 14%
２７年 １，３７７ 289 548 319 群馬 13%
２８年 １，５６０ 265 285 256 高知 12%
２９年 １，４３０ 261 286 282 長野 5%

５ ヵ 年 平 均 １，５４２ 262 318 259

３０年見通し １，４５０ 260 280 260

３９３
４４１
４１１

３６９

品
目
名

 前年及び本年の

４００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　白ねぎは大分、鳥取、静岡などから入荷
する。鳥取や静岡はピーク時の入荷がやや
少ない予想。九州産も気温上昇に伴う品質
低下で終了が早まる可能性あり。愛知のね
ぎは前年並だが、平年より少ないか。
　入荷量は前年並だが平年よりも少なく、
価格は前年をわずかに下回る見込み。

レ

タ

ス

２３５
１８９
２８７
２１９
２０４

２２７  前年及び本年の

１９５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　兵庫、茨城を中心に入荷する。両産地と
もに安定した入荷を見込むが、春先の天候
不順の影響による秀品率の低下や凍害の発
生もみられる。愛知では春レタスが出始め
る時期となる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

 前年及び本年の

２６６  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に宮崎、群馬、高知などから
入荷する。愛知は日照時間も延び順調な入
荷。大きな病害虫発生もなく、４月も同じ
状況が続くとみられる。他産地も順調で、
安定した入荷を見込む。価格も値頃感が出
ており、荷動きが活発化している。
　入荷量は前年並で、価格は前年をやや下
回る見込み。

２７２

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２８６
３３０

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２３０
２４８
３５９
２６３
２７６

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場
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３月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ４，３０１ 228 192 261 千葉 41%
２６年 ４，０５１ 242 228 258 埼玉 22%
２７年 ３，６８９ 260 384 344 茨城 11%
２８年 ４，１７６ 378 423 473 栃木 6%
２９年 ４，１４６ 361 370 356 群馬 5%

５ ヵ 年 平 均 ４，０７３ 294 318 338

３０年見通し ４，１００ 340 340 310

２５年 ７，４１１ 173 205 243 茨城 60%
２６年 ６，２８０ 144 187 212 兵庫 13%
２７年 ７，４４９ 247 297 303 香川 6%
２８年 ７，９９１ 246 220 180 栃木 5%
２９年 ７，３８１ 220 182 174 福岡 4%

５ ヵ 年 平 均 ７，３０２ 209 219 222

３０年見通し ７，４００ 180 190 170

２５年 ７，３８４ 313 264 217 群馬 27%
２６年 ７，０２４ 286 284 278 埼玉 26%
２７年 ６，５９４ 313 506 316 千葉 13%
２８年 ７，７６４ 261 280 251 茨城 12%
２９年 ６，９１３ 273 286 174 宮崎 11%

５ ヵ 年 平 均 ７，１３６ 289 320 246

３０年見通し ６，７００ 270 260 250

品
目
名

３２９

３１７  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

４２７
３６３

　千葉、埼玉など関東産地からの入荷が中
心となる。全体的に冬の低温乾燥の影響が
若干残るが、回復基調となる。病害虫は少
なく、今後も安定した入荷が期待できる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

レ

タ

ス

２０５
１６３
２８１
２１３
１９２

２１２  前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に兵庫、群馬などからの入荷
となる。前半は降雪の影響が残る茨城から
の入荷の減少が懸念されるが、後半からは
例年より生育が早まりそうな高冷地からの
出荷が始まり、価格は下げ基調に転ずる。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

 前年及び本年の

２７９

２６０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

２８８

　群馬、埼玉などの関東産地を中心に宮崎
からも入荷する。多くの産地が平年並の出
荷を見込む。目立った病害もなく、後半か
らはピークを迎える産地も多くなる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

２２３
２４３

ね

ぎ

き

ゅ

う

り

２６２
２８２
３６５
２６３
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３月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ８６７ 305 318 301 熊本 49%
２６年 ９１７ 295 293 299 愛知 44%
２７年 ６９８ 364 411 423 高知 5%
２８年 ７８５ 384 384 372 宮崎 2%
２９年 ６６７ 362 374 369

５ ヵ 年 平 均 ７８７ 339 351 348

３０年見通し ７５０ 370 350 340

２５年 １，４６７ 402 390 307 熊本 54%
２６年 １，４５１ 333 336 331 愛知 21%
２７年 １，３６８ 440 423 429 三重 11%
２８年 １，４６６ 432 416 342 岐阜 11%
２９年 １，５４０ 338 326 282 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 １，４５８ 388 377 336

３０年見通し １，５００ 300 300 280

２５年 ４７０ 677 641 544 熊本 53%
２６年 ４５４ 582 565 569 愛知 33%
２７年 ４６９ 704 703 700 和歌山 7%
２８年 ５０３ 790 807 666 宮崎 6%
２９年 ５２９ 668 632 574 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ４８５ 686 671 611

３０年見通し ５１０ 600 600 550

な

す

３０７
２９６
３９９
３７８
３６７

３４５  前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知の千両、熊本の長なすを中心に入荷
する。日照時間と気温の上昇に伴い、数量
も増加する。愛知は成り疲れで３月前半は
やや少ないが、４月は順調な入荷見通し。
熊本は関東向けの出荷が増え、中京圏への
影響は少ないか。入荷量は前年をかなり上
回り、価格は前年をやや下回る見込み。

ト

マ

ト

３６０
３３３
４３０
３９０
３１３

３６４  前年及び本年の

２９０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本を中心に愛知、三重、岐阜などから
入荷する。各産地とも作柄は良好。やや小
玉傾向で大きなピークこそないとみられる
が、順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をかなり下回る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

６２６
５７９
７０６
７４４
６２０

６５６  前年及び本年の

５８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本、愛知を中心に和歌山、宮崎からも
入荷する。熊本は冬の冷え込みが強かった
が、日照は多く豊作基調。愛知も３月現在
順調な入荷が続いており、４月も同じ傾向
となる見通し。
　入荷量は前年をやや下回るが平年よりも
多く、価格は前年をかなり下回る見込み。

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名
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３月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ３，４９４ 366 377 358 高知 57%
２６年 ３，５４４ 348 363 405 福岡 16%
２７年 ２，９２９ 414 582 462 熊本 7%
２８年 ３，７３０ 426 409 421 群馬 6%
２９年 ３，３３６ 434 445 436 佐賀 4%

５ ヵ 年 平 均 ３，４０７ 397 430 415

３０年見通し ３，４００ 440 420 430

２５年 ７，８６６ 421 401 317 熊本 31%
２６年 ７，６２３ 360 366 357 栃木 24%
２７年 ６，８８４ 463 447 450 愛知 9%
２８年 ７，８４５ 446 421 364 千葉 7%
２９年 ８，１６９ 373 344 295 茨城 5%

５ ヵ 年 平 均 ７，６７７ 411 394 354

３０年見通し ８，４００ 350 350 320

２５年 １，９１８ 629 617 507 熊本 40%
２６年 １，８４９ 573 561 544 愛知 19%
２７年 １，７９１ 683 696 696 宮崎 14%
２８年 ２，１０１ 716 741 612 千葉 9%
２９年 ２，０７５ 616 576 511 静岡 7%

５ ヵ 年 平 均 １，９４７ 644 639 572

３０年見通し ２，１００ 600 560 520

　熊本、愛知、宮崎からの入荷が中心とな
る。気温上昇とともに入荷量が増加してお
り、作付面積も増えていることから、４月
は潤沢な入荷となる見通し。生育も順調。
　入荷量と価格はともに前年並だが、平年
より入荷量はかなり多く、価格は下がる見
込み。

な

す

３６７
３６６
４８０
４１８
４３８

４１１  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　高知を中心に福岡などの九州産地、群馬
からの入荷となる。曇雨天による樹勢低下
からの回復が進む。現状では特に大きな問
題はなく、作柄は安定している。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
前年並の見込み。

ト

マ

ト

３７５
３６１
４５４
４０３
３３６

３８４  前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

　熊本、栃木、愛知、千葉からの入荷が中
心となる。３月下旬時点では越冬型を中心
に小玉や生育停滞が見受けられたが、４月
は全体を通して安定入荷となる見込み。特
に後半は入荷のピークがくるとみられる。
　入荷量は前年をわずか上回り、価格は前
年並かわずかに上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト
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５５８
６９１
６７６
５６５

６１４

前年主要産地（％）

（愛知産比率）

　　　　区分
実績
と見通し

５６０

品
目
名
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３月１５日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ６７５ 328 360 373 鹿児島 40%
２６年 ６６９ 355 332 340 宮崎 36%
２７年 ５９８ 544 537 598 高知 12%
２８年 ６７９ 424 412 431 茨城 11%
２９年 ６６７ 367 382 413 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ６５７ 401 402 427

３０年見通し ６８０ 420 400 420

２５年 ３，２０９ 128 126 101 鹿児島 77%
２６年 ３，０２２ 138 142 149 北海道 19%
２７年 ２，６９３ 207 260 274 長崎 3%
２８年 ２，６４２ 274 287 256 0 0%
２９年 ３，３５７ 233 225 217 0 0%

５ ヵ 年 平 均 ２，９８５ 194 204 195

３０年見通し ３，４００ 120 120 120

２５年 ６，４８７ 88 76 70 北海道 72%
２６年 ４，０９０ 149 132 122 愛知 24%
２７年 ５，２３９ 98 107 92 静岡 1%
２８年 ６，３５３ 82 81 73 熊本 1%
２９年 ６，１６４ 118 113 87 宮崎 1%

５ ヵ 年 平 均 ５，６６７ 104 99 86

３０年見通し ６，２００ 100 100 100

ピ

ー

マ

ン

３３５
３１４
５２４
４０７
３８２

３９０  前年及び本年の

４１３  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、宮崎などの西南暖地が中心とな
る。生育状況は順調で、日照時間と気温の
上昇とともに数量は増加する見通し。ま
た、４月からは茨城からの入荷も始まり、
徐々に茨城産の割合が増加していく。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
上回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１１５
１４２
２４６
２６８
２２３

１９５  前年及び本年の

１２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　鹿児島、北海道中心の入荷となる。鹿児
島は離島物がピークを迎え、階級は２Ｌ～
Ｌの大玉傾向。北海道の貯蔵物は徐々に減
少するが、残量はある。ここ数年と比較し
て、価格は苦戦するとみられる。
　入荷量は前年並だが平年より多く、価格
は前年を大幅に下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

７２
１３４
１０１

７５
１０２

９４  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、愛知中心の入荷となる。北海道
はＬ大中心の安定した入荷を見込む。愛知
は10月の台風被害とその後の低温乾燥によ
り３月までの早い作型は不作だった。４月
はある程度回復していくが、量の少なかっ
た前年並の入荷となるか。
　入荷量と価格はともに前年並の見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し
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３月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ２，１９８ 391 400 442 茨城 59%
２６年 ２，３５３ 395 364 378 宮崎 19%
２７年 １，９８５ 565 577 635 高知 14%
２８年 ２，３３０ 470 445 454 鹿児島 7%
２９年 ２，２３５ 416 421 446

５ ヵ 年 平 均 ２，２２０ 445 438 466

３０年見通し ２，２００ 440 430 420

２５年 １０，５７３ 101 104 96 鹿児島 58%
２６年 ９，７００ 126 128 142 北海道 37%
２７年 ８，０３７ 177 206 218 長崎 5%
２８年 ７，８７６ 243 246 227
２９年 ８，７５１ 229 229 209

５ ヵ 年 平 均 ８，９８７ 170 177 173

３０年見通し ８，６００ 120 110 100

２５年 １７，０２７ 86 70 61 北海道 57%
２６年 １３，４１６ 144 122 116 佐賀 32%
２７年 １４，３４８ 104 113 120 長崎 4%
２８年 １４，４２３ 85 90 86 中国 2%
２９年 １２，１５１ 136 134 124 熊本 2%

５ ヵ 年 平 均 １４，２７３ 109 103 99

３０年見通し １３，５００ 110 100 90

　北海道の貯蔵物が終盤となり、佐賀の新
たまねぎの入荷が本格化する。北海道から
の入荷量は確保され、Ｌ大中心での入荷が
続く。佐賀は潤沢な入荷を見込むがやや小
ぶりとなるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

４１１
３７９
５９３
４５５
４２７

４４９  前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城を中心に、宮崎や高知など西南暖地
からも入荷する。３月に好天が続き、茨城
の春作、西南暖地ともに生育遅れは回復傾
向。茨城、高知では４月中下旬にピークを
迎える産地あり。
　入荷量と価格はともに前年並となる。

ば

れ

い

し

ょ

１０１
１３３
２０１
２３８
２２３

１７４

　鹿児島からの入荷が本格化し、北海道は
終盤となる。北海道の貯蔵物は小玉傾向
で、４月に入るとほぼ終了。引き継ぐ鹿児
島は各産地がピークとなる。入荷量は確保
されるが産地により大きさに差がある。
　入荷量は前年並で、価格は高騰した前年
を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

た

ま

ね

ぎ

７１
１２５
１１３
８７

１３１

１０３  前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
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　　　　区分
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３月１３日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ８，８１１ 335 325 339 青森 22%
２６年 ８，８１２ 355 359 379 フィリピン 17%
２７年 ７，４２７ 382 381 421 熊本 17%
２８年 ６，７９２ 454 425 426 愛知 9%
２９年 ６，５０７ 413 403 412 三重 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，６７０ － － －

３０年見通し ６，５００ － － －

２５年 １，０３４ 864 899 901 愛知 57%
２６年 ９６６ 773 899 953 熊本 24%
２７年 ８３３ 891 1,000 1,053 鹿児島 6%
２８年 ９５６ 900 865 964 佐賀 5%
２９年 ８２４ 1,115 1,039 1,011 三重 3%

５ ヵ 年 平 均 ９２３ 902 935 972

３０年見通し ９００ － － －

２５年 ５０６ 207 280 374 メキシコ 54%
２６年 ５７１ 186 226 370 熊本 36%
２７年 ３１９ 233 428 428 鹿児島 7%
２８年 ２６２ 327 326 432 長崎 1%
２９年 ３２７ 193 339 441 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 ３９７ 219 304 400

３０年見通し ２９０ － － －

 前年及び本年の

３４０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　メキシコ、熊本を中心に入荷する。生育
は遅れ気味で４月入荷分が５月にずれ込む
可能性がある。前年に比べてやや高値を見
込むが、３月の現時点では輸入物が安値推
移しており、足を引っ張る懸念もある。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

２９１
２７２
３５０
３９６
３２１

３１４

 前年及び本年の

９５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知を中心に熊本などからも入荷する。
病気の発生も少なく、生育状況は概ね良
好。２月まで低温が続いていたが、３月に
入って気温が上昇するとともに入荷量が増
加。４月も順調な入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

い

ち

ご

８８５
８６２
９６５
９１０

１，０５４

９３０

 前年及び本年の

４２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　品目はいちご、かんきつ類、りんごなど
が中心となる。いちごは順調な入荷を見込
むが、りんごは果実が品薄な冬時期の引き
合いが強かったため在庫は少ない。メロ
ン、すいかは冬場の低温により若干遅れて
おり、４月の入荷はやや少ないか。
　入荷量と価格はともに前年並を見込む。

果

実

計

３３５
３６５
３９５
４３５
４１４

３８５
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３月２９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２５年 ３０，３０３ 365 359 360 青森 22%
２６年 ２８，６４９ 397 397 405 熊本 14%
２７年 ２７，８０４ 434 415 433 愛媛 12%
２８年 ２６，５４３ 472 474 487 フィリピン 9%
２９年 ２７，１２７ 490 448 422 栃木 7%

５ヵ年平均 ２８，０８５ － － －

３０年見通し ２７，０００ － － －

２５年 ４，４２６ 888 915 870 栃木 42%
２６年 ４，２８８ 851 941 969 福岡 20%
２７年 ４，０９２ 929 946 1,008 佐賀 10%
２８年 ４，９３０ 923 979 948 茨城 9%
２９年 ４，６５４ 1,192 1,049 962 静岡 8%

５ヵ年平均 ４，４７８ 959 968 950

３０年見通し ４，６００ 1,150 1,100 1,000

２５年 ７９８ 438 544 480 茨城 46%
２６年 ７５１ 508 537 548 熊本 32%
２７年 ６２３ 606 605 636 メキシコ 16%
２８年 ７６６ 605 542 635 ホンジュラス 2%
２９年 ７９７ 518 539 530 宮崎 2%

５ヵ年平均 ７４７ 552 557 584

３０年見通し ７５０ 530 530 530

 前年及び本年の

５３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　熊本からアンデス、クインシー、茨城か
らオトメメロンが入荷する。熊本、茨城と
もに冷え込みの影響で生育遅れが見られ
る。また熊本のアンデスでは高齢化により
栽培面積が減少しており、入荷量は前年を
下回る見込み。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
並となる見込み。

そ
の
他
メ
ロ
ン
（

ア
ー

ル
ス
を
除
く
）

４９５
５４１
６２２
５８３
５３５

５５２

 前年及び本年の

１，１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　栃木を中心に福岡、佐賀などの各地から
入荷する。栃木は曇雨天の影響で入荷量は
少なかったが、上旬頃には解消して中旬に
入荷ピークを迎える。福岡は中旬まで出荷
量が多い状況が、佐賀は出荷量が少ない状
況が続く見込み。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。

い

ち

ご

８９３
９１３
９５６
９４９

１，０８２

９６０

４２２  前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　かんきつ類、いちご、りんごを中心に、
すいかやメロンなどの施設果樹が入荷して
くる。半ばからはハウスみかんの入荷も始
まる。すいかは低温と曇天により入荷量は
伸び悩んでいるが、中旬頃から回復してく
る見込み。
　入荷量、価格ともに前年並の見込み。
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目
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　　　　区分
実績
と見通し
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切　花　・　鉢　花　の　４　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　３月３１日現在）

２５年 １，８１３ ４４
実 ２６年 １，７９９ ４５

２７年 １，５１０ ５１
績 ２８年 １，６７７ ５５

２９年 １，６２８ ３４

１，６８５ ４６

１，６３０ ４０

概

要

２５年 １，１５４ ３１
実 ２６年 １，２５３ ２４

２７年 １，１６０ ３１
績 ２８年 １，２２７ ３４

２９年 １，１０４ １９

１，１８０ ２８

１，１００ ２０

概

要

２５年 １，１８９ ４１
実 ２６年 １，３６８ ３４

２７年 １，２０５ ４９
績 ２８年 １，２３７ ５０

２９年 １，１７２ ３４

１，２３４ ４２

１，２００ ３５

概

要

２５年 ２１４ ７８
実 ２６年 ２２５ ６０

２７年 ２３５ ７４
績 ２８年 ２３０ ７５

２９年 １９６ ６０

２２０ ７０

２４５ ６５

概

要

３０年見通し

　高知、和歌山、熊本からの安定した入荷となる。一般需要も前半まであるが、中旬以降
は厳しい販売となる見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄を中心に入荷する。彼岸からの低迷が続き、一部出荷調整もあり上位等級が中心に
入荷される。市場への入荷は月初めは少なめに推移すると思われる。価格が安定してくれ
ば平年並の入荷となる見込み。

５ヶ年平均

３０年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　愛知、長野、和歌山を中心に入荷する。今年は２月まで生育に抑制がかかり、彼岸辺り
から一気に出荷増となった。４月の前半は苦戦するが、後半は数量も落ち着き価格は平年
並になると思われる。

５ヶ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、三重、沖縄を中心に入荷する。前半はほぼ平年並で、後半は年末収穫後に定植し
た物が出始め増加する。業務中心の動きで相場展開する見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

３０年見通し

５ヶ年平均

３０年見通し

単位：千本、円／本
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２５年 ３３７ １８６
実 ２６年 ３０２ １６２

２７年 ３２４ １７２
績 ２８年 ２８９ １９１

２９年 ２６２ １６３

３０３ １７５

２８０ １６５

概

要

２５年 ４０８ ８４
実 ２６年 ４０２ ７９

２７年 ４１１ ８５
績 ２８年 ４２０ ８２

２９年 ３７７ ７２

４０４ ８１

４００ ７５

概

要

２５年 ８６９ ７９
実 ２６年 ８７９ ６８

２７年 ７５２ ８７
績 ２８年 ８６４ ６６

２９年 ７５０ ６３

８２３ ７２

７５０ ６５

概

要

２５年 １，１３６ ４５
実 ２６年 １，６０７ ４２

２７年 １，５５８ ４８
績 ２８年 １，５４０ ４９

２９年 １，４０５ ４７

１，４４９ ４６

１，４００ ４８

概

要

３０年見通し

　長野、静岡、岐阜を中心に入荷する。前半は歓送迎会等もあるが、引き合いはやや弱め
か。ユーカリ等は需要も多く、引き合い強め。少なかった葉物も後半は多くなり、弱含み
の展開となる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

３０年見通し

　愛知、徳島、静岡、鹿児島などのほか、輸入物が入荷する。例年に比べて出荷が遅れて
いた物が、気候の緩みによって増量する見通し。今まで高値で推移していた分、苦しい展
開となる見込み。

ば

ら

５ヶ年平均

３０年見通し

　愛知、岐阜、三重、和歌山を中心に入荷する。気温が上がるとともに輸入物の入荷は減
少するが、国内産の入荷量は増加し、販売としては厳しくなる見込み。

ゆ

り

５ヶ年平均

３０年見通し

　オリエンタルは高知、埼玉、宮崎、県内近郊から入荷する。３月までに比べるとやや多
い入荷見通しで厳しい販売となる。ＬＡも同様に順調な入荷を見込み、入荷量次第では厳
しい販売となる。鉄砲はやや少ない入荷。業務中心の販売で相場は安定する。

枝
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の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　３月２８日現在）

２５年 ４１，３６７ ４０６

実 ２６年 ３２，２５８ ４３２

２７年 ３７，９４４ ４５５

績 ２８年 ３４，４３７ ４８８

２９年 １１，９５９ ５３６

３１，５９３ ４５１

１２，０００ ５３３

概

要

２５年 ４７，４１９ ２，７６７

実 ２６年 ４１，６０５ ２，７０４

２７年 ５０，２９８ ３，０５８

績 ２８年 ４３，０１６ ２，８９７

２９年 ２７，７９９ ３，３６５

４２，０２７ ２，９３０

２７，０００ ３，３３３

概

要

２５年 ８４，３１２ ２４６

実 ２６年 ７５，７３３ ２４０

２７年 ７９，４４０ ３０４

績 ２８年 ８９，６１１ ２４９

２９年 ６１，７４０ １８２

７８，１６７ ２４７

６１，０００ １８４

概

要

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年より減少か。前年秋から冬にかけての低温で開花が遅れており、３月末～４月上旬
の入荷が減少する見込み。中旬から下旬にかけては開花が遅れた分、入荷は増える予想。
　前年４月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（54.4％）、２位静岡
（7.0％）、３位宮崎（6.0％）となっている。

５ヶ年平均

３０年見通し

バ
ラ
及
び
ミ
ニ
バ
ラ

　入荷量は前年並か。前年同様に母の日が遅い年回りなので、例年より入荷は少ない見込み。価格
面も無理な仕入れをせず必要に応じて補充する傾向が強いため、安値～中値で推移する見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（49.9％）、２位岐阜
（35.9％）、３位愛媛（6.6％）となっている。

フ

ァ

レ

ノ

プ

シ

ス

品
目

カ

ラ

ー
　入荷量は前年並か。前年同様に母の日が遅く、入荷ピークが５月前半となる影響を受ける。価格
低迷により今年も作付けが減少している。価格面は競売では５号鉢で600～800円の相場となり、入
荷は注文中心で、競売が品薄になる見込み。連休前には引き合いが強くなるとみられる。
　前年４月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位長野（46.8％）、２位埼玉
（35.6％）、３位愛知（9.1％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

３０年見通し

５ヶ年平均

３０年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２５年 １７６，０１３ ６５２

実 ２６年 １６６，４２６ ６８８

２７年 ２０４，８７９ ７４４

績 ２８年 ２１７，０５１ ７６４

２９年 １２１，７８４ ６９６

１７７，２３１ ７１４

１３０，０００ ６９２

概

要

２５年 ２３，６２６ ４５６

実 ２６年 ２８，６０９ ３９３

２７年 ２８，３７０ ２９１

績 ２８年 ２４，４３９ ３５７

２９年 １７，４０２ ４３２

２４，４８９ ３８０

１７，０００ ４３５

概

要

２５年 ７５，７２８ ３２９

実 ２６年 ９１，６９０ ３０７

２７年 １６６，１０１ ３７０

績 ２８年 ２０２，４３９ ３９２

２９年 ４０，８３４ ２７６

１１５，３５８ ３５６

３８，０００ ２６３

概

要

３０年見通し

　入荷量は前年より増加か。今後の天候により早期出荷分のずれ込みもあると思われる。５号
が中心の入荷だが、４号やポット出荷も増加傾向となる見込み。
　前年４月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（70.8％）、２位群馬
（8.8％）、３位茨城（4.5％）となっている。

卸売価格

３０年見通し

　入荷量は前年より減少か。今年も母の日が遅いが、４月下旬でもほとんど競売になる可能性が高
く、価格面も厳しいと予想される。
　前年４月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位愛知（27.0％）、２位埼玉
（13.8％）、３位茨城（12.9％）となっている。

カ
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ン

５ヶ年平均

ス
パ
テ
ィ

フ
ィ

ラ
ム

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

３０年見通し

　入荷量は前年並か。特に３号メインの入荷が増える見込み。３月中旬以降は相場が落ち着く予想
で、気温の安定に伴い入荷量はさらに増加するとみられる。５号～６号の相場は厳しい予想だが、
花上がりが重要になるため、できるだけ花上がりが良い物を入荷させて高値販売に繋げたい。
　前年４月の主要県の入荷実績は金額ベースのシェアで１位三重（30.0％）、２位福岡
（25.4％）、３位愛知（21.2％）となっている。
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５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

単位：鉢、円／鉢
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電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


